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◆ 投資信託の 3つの魅力 

大勢の投資家から集めた資金をひとつにまとめ、運用のプロであるファンドマ

ネージャーが株式や債券などで運用する商品が投資信託です。その成果は、運用

にかかる費用などを除いて、投資家に分配されます。 

資産運用の手段としての投資信託には、主に 3 つの魅力があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ プロに運用を任せられる 

 投資信託を運用しているのは、経験豊富な運用のプロフェッショナルです。

運用会社の世界的なネットワークで経済分析や企業調査を行い、今後有望な 

市場や銘柄等を選択して運用します。 

 

 個人投資家が毎日忙しい仕事や家事の合間に株式の銘柄選びや金利、為替な

どの動向をチェックし、売買のタイミングを逃さないように運用するには、相

当の努力と時間、経験や能力が必要となります。

投資信託を通じて投資すれば、このような手間

がかかりません。 

 

 投資信託は、運用にかかる費用などの手数料

を払うことになりますが、運用のために「プロ

を雇うコスト」と考えれば、安上がりな資産運

用方法かもしれません。 

投資信託の魅力 
～資金使途・投資方針に沿った商品選択～ 

お客さま用資料（全 9頁） 

投資信託の3つの魅力
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投資できる
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◆ 分散投資ができる 

たくさんの投資家の資金をまとめてファンド（投資信託）にすることで、数多くの株式

や債券などに分散投資が行えるのも大きな魅力です。ファンドの運用対象は、国内 

のみならず、世界中の株式や債券、不動産、資源などの商品に及びます。ファンドが

投資する資産の内容によって、幅広いバリエーションに富んだ商品が用意されている

ことは、投資信託の魅力です。 

 

 このように投資信託は、数多くの資産や銘柄に投資しますので、例えば先進

国の株式と新興国の株式や債券など値動きの違うものを組み合わせ、投資対象

を分散させることで、リスクを低減してリターンを得ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 少額から投資できる 

 世界的に有名な日本企業の株式を買うにはある程度の資金が必要です。例え

ば、三菱 UFJ・FG やトヨタ、キヤノンを単元株で買うには、15～47 万円程度が

必要ですし、ファーストリテイリングやキーエンスですと 430～610 万円程度の

資金が必要となります。さらに、複数の企業の株式に投資するとしたら、かな

りまとまった資金が必要です。 

 

 これに対して投資信託なら、ひとつの商品を買うだけで複数の銘柄に投資し

たことと同じ効果が得られます。しかも、一般的には 1 万円程度から投資する

ことが可能です。 

 

投資信託の分散投資イメージ図

商品

不動産
株式

債券

投資信託を通じて、世界のさまざまな資産に分散投資が可能。



       

       最終ページに重要な注意事項が記載されていますので、ご参照ください。    【3】 

◆ 信託財産の安全性 

 投資信託の運営は、販売会社と運用会社、そして管理会社の 3 つの機関がそ

れぞれ役割を分担して行います。  

 販売会社である証券会社や銀行は、個人投資家と投資信託をつなぐ窓口です。

販売や投資の相談、資金のやり取りは販売会社が担当します。 

 運用会社は、預かった資金を何に投資するかを管理会社に指図します。そし

て、管理会社は運用会社の指図に従って、投資家から集めた資金を実際に運用・

管理しています。 

 このように 3 つの機関が分業体制を行っていますので、万が一、金融機関の

破綻があったとしても投資信託の預り資産は保全されます。仮に販売会社であ

る証券会社が破綻しても、投資家の資産は管理会社で管理されているので安全

です。 

 また、管理会社が破綻しても、法律により管理会社の資産と投資家から預か

った資産は別々に管理することが決められています（分別管理）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 情報開示 

投資信託の情報開示は法律で義務付けられており、運用経過や保有銘柄は 

目論見書や運用報告書などで確認できます。また、追加型株式投資信託は、  

毎日、基準価額を算出しているため現時点での値段（時価）が明確な商品です。

また、原則として、いつでも購入・換金の申し込みが可能です。 

◆ 余裕資金で投資 

 投資信託は、投資初心者が最初に投資するのに適した商品が数多くあります

が、運用の成績次第では、換金時に元本割れする可能性もあります。 

 日々の価格の変動に一喜一憂せず、余裕資金で大きく育つのをじっくり見守

ることが必要です。 

投 資 家

販売会社
（証券・銀行など）

運用会社
（委託会社）

運用会社

不動産株式 債券 商品

国内・海外の市場

ファンド 管理会社
（受託会社）

信託銀行

申込金

申込金

分配金・
償還金

分配金・
償還金

運用の指図

投資運用成果
資産の分別保管

投資信託の
しくみイメージ
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◆ 投資信託の資金動向（追加型株式投資信託） 

投資信託協会のデータによると、だれでも買付ができる追加型株式投資信託

から ETF を除いたものについて、2024 年累計は 15 兆 3,383 億円の資金流入で

した。2024 年 1 月以降は 10 月と 12 月を除き、1 兆円を超える資金流入が継続

しており、2025年 3月は、1兆 5,875億円の資金流入でした。（上図参照）。 

一方、月間の追加型株式投資信託の設定額は 2009 年 4 月以降、継続して 1 兆

円を越えています。2024 年以降は 9 月を除き 3 兆円台の設定が継続しており、

2025 年 1 月は、約 4.6 兆円の設定。2 月は約 3.5 兆円、3 月は約 3.4 兆円の設定

となり、高い設定額が継続しています（下図参照）。 

新 NISA 制度の開始に伴い、2024 年 1 月以降継続して資金流入と設定金額共

に高位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※データ：上下とも 

投資信託協会 
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◆ 純資産残高と分配金総額 

2025 年 3 月末の公募投資信託（株式投信＋公社債投信）の純資産残高は前月

から約 2 兆 426 億円減少し 236.3 兆円となりました。ETF の残高は、日銀の買入

が見送られておりますが、85.8 兆円となり、前月から約 565 億円の増額となり

ました。ETF が公募投資信託の純資産残高に占める比率は 36％あり、減少傾向

ですが、高位となっています。 

低金利が継続する中、少しでも高い利回りを求める個人のニーズが高まり、

外国の株式や各種の資産に分散投資するファンドが人気となっています。 

毎月決算型投資信託は個人投資家に人気のある商品となっており、分配金総

額も高水準が継続していました。しかし 2016 年以降は、日本株市場の調整、  

低金利の継続等から分配金を引き下げる投資信託が増加し、分配金総額は減少

傾向となっていました。 

分配金総額の減少は 2022 年頃まで続きましたが、2024 年には約 5.2 兆円と、

前年の約 1.4 倍となりボトムアウトしたようです。2025 年 3 月の分配金総額は

1,728 億円となり、前年同月と比較すると約 0.54 倍となっています。 

2025 年１月、日本銀行が金融政策決定会合にて、0.5％までの政策金利引き上

げを決定しました。金利上昇が期待される状況では分配金に対しても影響が考

えられるため、トータルリターンを重視し、元本の成長が期待できる投資信託

に注目する投資家が増えているようです。 
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データ：ＩＭＦ
単位：％、年
24年は推計
25、26年は予測
インドは年度ベース

0.8 1.0 1.4

24 25 26

ユーロ圏

3.8

1.4 1.2

24 25 26

ロシア

4.8 4.6 4.5

24 25 26

中国

-0.2
1.1 0.8

24 25 26

日本

2.8 2.7 2.1

24 25 26

アメリカ

6.5 6.5 6.5

24 25 26

インド

3.7
2.2 2.2

24 25 26

ブラジル

1.7 1.9 1.8

24 25 26

先進国

3.2 3.3 3.3

24 25 26

世界

4.2 4.2 4.3

24 25 26

新興国

◆ 投資信託を通じた外貨建て資産への投資 

投資信託が運用している外貨建て純資産は、2025 年 3 月は約 84 兆円となり、

前年末比約 3.7 兆円（4.3％）の減少となりました。地域別に前年末と比較する

と、ユーロの増加額が一番大きく、約 2,177 億円（4.2％）の増加でした。増加

率では南米が 5.0％でトップでした。 

 運用資産別では、外国株式の残高は約 55.3 兆円（外貨建て資産に対する比率：

64.8％）、外国債券の残高は約 10.8 兆円（同：12.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ：投資信託協会 

IMF主要国経済成長率（実質 GDP）見通し 

（2025年 1月） 
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◆ 資金使途に合わせた商品選択 

 

数多くの投資信託の中から商品をどのように選んだらいいのでしょうか？ 

選択の方法の一つにお金の使い道を決め、資産配分を行い、それぞれの資産

の運用目的にあった投資信託を選ぶ方法があります。まず、お金の使い道とお

金を使うまでの期間（運用期間）を決めます。次に、お金を使う目的に合わせ

て 3つの資産に分類します。 

あとはチャートに基づき、ご自分に合った投資信託を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金融資産

換金性

日常の生活や万一に備える
（生活費・医療費など）

安定性

使う予定がある
（リフォーム費・車の買い替え費など）

収益性

将来に備える
（老後資金など）

元本の安全性が高く、
いつでも出し入れが可能

安定した収益を
期待したい

相対的に高い
収益や配当、
値上がり益を

得たい

積極的に
値上がり益を

得たい

国内の金利が
低くても良いが
為替リスクは
取りたくない

外貨ベースで
安全性、換金性
が高いものが

良い

一定期間保有
できるが

為替リスクは
避けたい

海外の好金利
の債券で

運用したい

債券と株式で
バランスをとり、

リスクも低減
したい

日本企業の
成長・変革に
期待したい

世界経済や
新興国の成長に

期待したい

ＭＲＦ
外貨建て

ＭＭＦ

国内債券・
ヘッジ付外国債券

ファンド

外国債券
ファンド

バランス
ファンド

国内株式
ファンド

外国株式
ファンド
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◆ 投資方針に合わせた商品選択 

 ご自分の投資方針に合わせて投資信託を選択する方法もあります。 

下記は、リスクタイプに合わせた当社取扱いの商品例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ データ：各種資料より岡三証券作成。 

※ 手数料は、岡三証券での税込の上限を記載。 

※ 設定のタイミングにより設定当初の元本を割り込んでいる商品もあります。 

※ 商品名の前に◎印がある銘柄は、高齢のお客様への勧誘留意商品となります。 

 

 

 

 
 
 
 
 

2025年 4月 15日作成 

 投資信託に関するご質問、ご相談は、お近くの支店または、当社担当者まで

お気軽にお声掛けください。 

No 商　品　名 運用会社 対象資産
基準価額
（4/15）

（円）

残　高
（4/15）
（億円）

手数料
税込
（％）

1
　DLIBJ公社債オープン
　（短期コース）

アセット
マネジメントOne

国内債券 10,079 178.18 ―

2
　DLIBJ公社債オープン
　（中期コース）

アセット
マネジメントOne

国内債券 9,179 333.21 ―

3
　朝日Nvestグローバルボンド・オープン
　Avest-B

朝日ライフアセット
マネジメント

外国債券 7,550 20.06 1.10

4
　ワールドソブリン・インカム
　（1年決算型）愛称：十二単衣

SBI岡三アセット
マネジメント

外国債券 12,488 2.55 2.20

5 ◎米国短期ハイ・イールド債券オープン
SBI岡三アセット

マネジメント
外国債券 13,452 126.48 3.85

6
 DIAM高格付インカム・オープン
　　（1年決算コース）

アセット
マネジメントOne

外国債券 14,376 8.96 2.20

7 　日本インデックスオープン225
SBI岡三アセット

マネジメント
日本株式 24,945 102.07 2.20

8 ◎日本好配当リバランスオープンⅡ
SBI岡三アセット

マネジメント
日本株式 9,309 675.31 3.30

9 ◎フィデリティ・日本成長株・ファンド フィデリティ投信 日本株式 34,560 4,804.56 3.30

10
◎日本ニューテクノロジー・オープン
　（地球視点）

SBI岡三アセット
マネジメント

日本株式 18,607 156.88 3.30

11
◎米国好配当リバランスオープン
　（資産成長型）

SBI岡三アセット
マネジメント

外国株式 10,379 84.81 3.30

12 ◎グローバル・リート・セレクション
SBI岡三アセット

マネジメント
REIT 5,766 20.24 3.30

ロ
ー

リ
ス
ク
型

ミ
ド
ル
リ
ス
ク
型

ハ
イ
リ
ス
ク
型
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＜投資信託＞ 
投資信託のお申込みにあたっては、銘柄ごとに設定された費用をご負担いただきます。 

・お申込時に直接ご負担いただく費用：お申込手数料（お申込金額に対して最大 3.85％

（税込み）） 

・保有期間中に間接的にご負担いただく費用：信託報酬（信託財産の純資産総額に対して

最大年率 2.254％（税込み）） 

・換金時に直接ご負担いただく費用：信託財産留保金（換金時に適用される基準価額に対

して最大 0.5％） 

・その他の費用：監査報酬、有価証券等の売買にかかる手数料、資産を外国で保管する場

合の費用等が必要となり、商品ごとに費用は異なります。お客様にご負担いただく費用の

総額は、投資信託を保有される期間等に応じて異なりますので、記載することができませ

ん（外国投資信託の場合も同様です）。 

・投資信託は、国内外の株式や債券等の金融商品に投資する商品ですので、株式相場、

金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による、対象組入れ有価証券の

価格の変動によって基準価額が下落することにより、損失が生じるおそれがあります。 

・投資信託は、組入れた有価証券の発行者(或いは、受益証券に対する保証が付いている

場合はその保証会社)の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等

による、対象組入れ有価証券の価格の変動によって基準価額が変動することにより、損

失が生じるおそれがあります。 

・上記記載の手数料等の費用の最大値は、今後変更される場合があります。 

 
○2037年12月までの間、復興特別所得税として、源泉徴収に係る所得税額に対して2.1％の

付加税が課税されます。 

○金融商品は、個別の金融商品ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性

質が異なります。金融商品取引のご契約にあたっては、あらかじめ当該契約の「契約締結

前交付書面」（もしくは目論見書及びその補完書面）または「上場有価証券等書面」の内容

を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。ファンドラップの申込み

の際には「投資一任契約書（兼契約締結時交付書面）」「サービス約款」等で契約内容をご

確認ください。 

〇この資料は、岡三証券が信頼できると判断した情報源からの情報に基づいて作成されたも

のですが、その情報の正確性、安全性を保証するものではありません。また、資料中の記載

内容、数値、図表等は、本資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場合

があり、岡三証券がその責を負うものではありません。なお、本資料に記載されたいかなる

内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。投資に関する決定は

投資家ご自身の判断と責任でなされるようお願いします。 

〇岡三証券およびその関係会社、役職員が、この資料に記載されている証券もしくは金融商

品について自己売買または委託売買取引を行う場合があります。 

○自然災害等不測の事態により金融商品取引市場が取引を行えない場合は売買執行が行

えないことがあります。 

 
（2025年 1月改訂） 

岡三証券株式会社  
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 53号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、 

一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

 

手数料およびリスクについての重要な注意事項 


